
１．活動時期 2025年7月〜9月 高校１年 浅尾 そのみ・瀬尾 真由

４．今後参加する生徒に向けたアドバイス
・統計に興味がある人、ITスキルを身に付けたい人にお勧めです。
・どのくらい時間がかかるかは分析してみないとわからないので、早めに始めることを強くお勧めします!
・SSDSEデータの単位や内容など、範囲が狭いため使いにくく感じることが多々あったので、自分のやり
たいテーマがある場合はこのコンペはあまりお勧めしません。自分でデータを集めるところからやるの
をお勧めします。

２．活動の概要
政府主催のコンペで、SSDSEと呼ばれている国の教育用データセット(市区町村別人口数や
生活行動の割合など)を主に使用し分析します。日本の社会問題解決に向けたテーマ設定をし
てデータ分析を行い、最終的に論文や要旨などを作成し９月初旬に提出するという流れです。
私たちは夏休み入ったあたりから準備を初め、数学科の先生方にアドバイスを頂きながら作成
しました。

統計分析コンペティション

３．感想
「学んだこと」
➢ 統計の基本を学びました。テーマに合わせてデータの抽出方法や検定の仕方を考え作成で
きるようになり、授業で習った計算を実際にパソコンで行うという点でとても面白かったです。

➢ ITスキルがより一層身につきました。学校で配布されているiPadではExcelで使える機能が限
られているため、各自のパソコンを使って分析を行いました。自分たちが知らなかった機能を
教えていただきながら、より効率的に分析することができました。また論文を書くにあたり、分
析結果をわかりやすく図表にまとめる際にも自分のスキル向上を実感しました。

「難しかったこと」
➢ データの量が限られていたため、自分たちの興味のあるテーマ設定をすることが難しかった
です。限られたデータを抽出して分析するというこのコンペの難しさを痛感しました。

➢ テーマを決めても良い分析結果が出ず、４・５回くらいテーマ設定からやり直しをしました。か
なり詰めているスケジュールだったので、１日長時間パソコンと睨み合いの状態ということも
あり、身体的にも精神的にも辛かったです。早めに始めれば良かったと後悔しています。

➢ 自分たち的があまり納得できていないテーマの状態で提出日を迎えてしまい、提出を来年に
持ち越すかどうか迷っていたのですが、先生方が提出するように後押ししてくれました。あの
時提出して本当に良かったと思っています。

５．レポート内容


	スライド 1

